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1. 概要 

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は昨年 12 月、ウズベキスタン共和国の高等

教育･科学･イノベーション省イノベーション開発庁（AID）と包括的な科技協力に関する

MoC を締結致しました。同国との協力の一環として、JST は中央アジア最大の科学技術イ

ベントである「InnoWeek.Uz-2026」（令和 8 年 10 月 27 日（火）～29 日（木）、於：タシ

ケント）にブース出展致します。 

本ブースでは、JST 事業の紹介に加え、日本の大学･研究機関等における優れた研究成果

や先端技術を広く紹介し、中央アジア地域との新たな研究交流･共同研究の創出につなげ

ることを目的とします。 

つきましては、同ブースで展示する研究成果を広く募集致します。 

InnoWeek について： 

・ 2018 年から毎年開催。ウズベキスタンにおける技術･科学、イノベーションの発

展を加速させ、全ての産業への技術導入や人的資本の育成を目的とする。 

・ 大統領のリーダシップの下、中央アジア最大級のイノベーションプラットフォー

ムに成長。高等教育･科学･イノベーション省及びイノベーション開発庁が中心と

なって運営。 

・ 今年は「Smart Innovations for a Changing World」という包括的なテーマの下、

ハイレベルフォーラム、国際会議、研究成果の展示などを実施予定。 

2. 募集対象 

日本の大学、公的研究機関等で創出された研究成果（特許等の知的財産を含む）のうち、

その応用によりウズベキスタンを始めとする中央アジア地域における社会課題の解決へ

の貢献が期待されるもの（下記、「3. 歓迎する研究分野」を参照） 

※ JST の支援を受けた研究開発課題に限定しません。 

※ 本展示を通じて、現地研究機関等とのネットワーク形成や国際共同研究の創出、さら

には SATREPS等の国際共同研究プログラムへの参画につながることが期待されます。 

3. 歓迎する研究分野 

ウズベキスタンが直面する社会課題の解決のため、同国 AID からは以下の研究分野が

特に期待されています。 

1. 水安全保障： 効率的な灌漑、水資源モニタリング、水の再利用、気候変動適応 

⇒ ウズベキスタンでは依然として最も喫緊の課題の一つとのことです。 

2. 食料安全保障： スマート農業、耐旱魃作物の作成、土壌改良 
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⇒ 水資源の制約下での農業生産性向上が課題となっています。農業の自動化については、

特に収穫後の各種加工工程の向上が求められているそうです。 

3. エネルギー安全保障： 再生可能エネルギー、エネルギー貯蔵、エネルギー効率向上、

スマートグリッド、及び各種産業･セクターへの安定的エネルギー供給に関する技術 

4. AI･デジタル化： 公共サービス、農業、水管理、医療、教育、産業におけるデジタル

技術や AI を活用したツールの実用化 

⇒ ウズベキスタンではデジタルインフラ整備に尽力していて、特に実需に展開するための

技術開発が求められています。 

5. グリーン･トランジション： 廃棄物リサイクル、循環型経済ソリューション、持続可

能な素材、低炭素技術、等 

4. 出展内容（予定） 

JST ブースにおいて、以下により研究成果をご紹介いただく予定です。 

- ポスター、パネル（JST より印刷費等の経費支援あり） 

- パンフレット 

- デモンストレーション、動画配信（応相談） 

ブース出展に加えて、研究者自らが研究成果をプレゼンテーションするための特別セッ

ションも AID と企画･調整中です。 

これらを通じて、ウズベキスタンを始めとする中央アジア地域の研究機関･大学･政府関

係者との技術交流や共同研究に向けた意見交換の機会を創出致します。 

5. 支援内容 

参加者（各研究成果に係る研究者 1 名）に対して、JST は以下の支援を致します。 

- ウズベキスタン（タシケント）への出張旅費、宿泊費、日当（JST の規定に基づき支給） 

 【基本旅程】 令和 8 年 10 月 26 日（月）タシケント着、10 月 30 日（金）タシケント発 

- ポスターまたはパネル制作費（事前に JST へ原稿を提出いただき、JST で一元的に印

刷･制作予定） 

- その他、JST が認めた諸経費 

6. 応募方法 

下記の必要事項を記載の上（書式は自由とします）、jst.international@jst.go.jp 宛に参加

希望の旨お知らせください。 

   【応募締め切り】 令和 8 年 8 月 6 日（木） 

1. ウズベキスタンへ渡航する研究者等の氏名、所属機関、役職 

⇒ ウズベキスタンには渡航せず、パネル等展示のみ（オンラインによるセッション登壇）

を希望する場合はその旨をお知らせください。 

2. 出展する研究成果の概要 

⇒ 研究成果の概要説明とともに、ウズベキスタンにおける社会課題の解決にどのように貢
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献できるかについての所感をお示しください。なお、複数の研究成果の組み合わせも可

とします。 

3. 関連する論文、特許等の関連文献情報 

⇒ 代表的なものについてのみ、文献のコピーを添付ファイル等により提出してください。 

4. 同行予定者の有無 

⇒ 同行者の出張経費については、自己負担にてお願い致します。 

7. 留意事項 

・ 応募多数の場合は、AID から示された現地ニーズとの適合性、技術の成熟度、展示効果

等を総合的に勘案し、出展内容を選定します。 

・ 出展の可否については、応募者へ個別にご連絡します。 

・ 展示内容については、必要に応じて JST と調整させていただく場合があります。 

お問い合わせ先：  

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）国際部 企画調整･国際戦略グループ 

E-mail: mailto:jst.international@jst.go.jp 電話： 03-5214-8448  

 

mailto:jst.international@jst.go.jp

